
　����年�月，当館が平成��年度から�ヶ年計画で

進めている「郷土の豊かな自然遺産資料収集整備事

業」による自然資料収集の一環として，屋久島の国

立公園特別保護地区内に位置する小花之江河及び西

部林道に於いて灯火に集まった昆虫類を収集した。

今回はそのうち蛾類について報告する。

　同定は鹿児島昆虫同好会の福田輝彦氏が行い，標

本はすべて当館に保管している。

　報告に先立ち，ガ類の同定を快く引き受けてくだ

さった福田輝彦氏にお礼申し上げる。
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　小花之江河は花之江河や鹿之沢などともに屋久島

の高地にある日本南限の高層湿原の一つで，標高約

１�６２０ｍ，淀川登山口から宮之浦岳へ登る登山ルー

トの途中にある。湿原はミズゴケ類を主要構成種と

する高層湿原群落が発達し，周囲はヤクスギに混じ

りアセビやヤクシマシャクナゲなどが生える。

　灯火採集に用いた発電機と蛍光灯は７月１４日，淀

川登山道入口から筆者が一人で運び上げた。灯火採

集は７月１４日１９時３０分頃から翌日の明け方まで行っ

た。ただし，記録はすべて７月１４日としてある。採

集時の天気は晴れで，風は弱く，気温はやや低かっ

た。

　なお，表中のCat.Noは日本産蛾類大図鑑（井上ほ

か，１９９９）のカタログ番号を示している。
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　栗生と永田を結ぶ道路は西部林道と呼ばれ，特に

国割岳の麓付近は，海岸から山頂へかけて植生の垂

直分布が明瞭に見られる地域として知られている。

　灯火採集は�月��日��時��分頃から翌日午前�時

頃まで行った。明け方までの予定であったが，天候

が不安定で時々雨に降られたこともあり，昆虫類の

飛来が一段落付いた頃に降りだした雨をきっかけに

終了した。

　なお，表中のCat.Noは日本産蛾類大図鑑（井上ほ

か，１９９９）のカタログ番号を示している。
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